
セミナー内容 
 

   ■場面別、障害別全てのシーンからチョイスした介助・ハンドリングの実技と説明。 
   （例：拘縮のある人の起き上り／パーキンソン症候群の人の歩行／  
    ズレ座りの直し方各種 ／床からの立ち上がりなど） 
   ■上記に加え、受講生の皆さまからのリクエストにお応えします。 

 

  

「力を引き出す介助は基本理念なしでは伝えられない。」 
 今回はその大前提は無視！！ 

Natural being 代表 福辺節子 

理学療法士・医科学修士・介護支援専門員・新潟医療福祉大学非常勤講師 

大学在学中に事故で左下肢を切断し義足となる。訪問リハ、老健立ち上げ、リハ部長や 
理学療法士養成校の教員等を経て、現在、セミナー・講演会・講習会等の講師、 
施設や在宅での介助やリハビリテーションアドバイザー等として活動中。 
 メディア出演：「NHKためしてガッテン」「NHK eテレ らくらくワンポイント介護」など 
著  書   等：「力のいらない介助術」「人生はリハビリテーションだ」 
         「介護の基本技法ハンドブック」「生活づくりのシーティング」 
         「ユーキャンの介護術大百科」「本当に役立つ介護術」など 

「認知症の方とのコミュニケーションが取れない」「そのために効果が出ない」 
「拒否や暴力に対して何をしたらいいのかわからない」そんな悩みはありませんか？  

 
   通常の「もう一歩踏み出す介助セミナー」では伝えきれない介助を紹介。 
 これまでに受講していただいた方にとっても新鮮な内容が盛りだくさんです。 

もう一歩踏み出すための介助セミナー番外編 受講申込書          
                                            ※は必ず記入してください 

※ふりがな ※連絡先ご住所 〒 
 
 
 
 
（ご自宅・勤務先 どちらかに○をしてください） 

※氏名 

※電話番号 ※連絡方法   □電話 □FAX □メール □郵送 

  FAX番号 ※メールアドレス 
（お持ちの方）  

                           
            

※職種 勤務先名 
         
(住所が勤務先の場合） 

 
 
 

主催/一般社団法人白新会Natural being   TEL/FAX 06-7492-1397 HP http://moippo.org/ 

  

  受講生の声 
 
★シンプル且つわかりやすい！ 
★自分の声かけが通じない理由 
 がわかったように思う。 
★介助、もう一度最初からやり 
 直しです。 
★在宅で家族を抱える家族へ 
 伝えていきます。 
★背中を押していただきました。 
★「目をみて介助する」をやっ 
 てみたらすごくうまくいき 
 ビックリ！利用者さんがとて
も嬉しそうだった。 

★介護度の高い方の反応が変化 
 し、してくださることが増え 
 てきたことを実感している。 
★ロールプレイが面白かった。 
★認知障害が深く、介護度の高
い方の反応が変わって、して
くださることが増えてきたと
いう実感がある。 

★介助の奥深さを改めて実感し
た。当たり前だけど、深くて
難しい。このように深く考え
実践していかないと専門職と
は言えないと実感した。  

もう一歩踏み出すための介助セミナー 

         番外編!! 
 

実技中心のセミナーです！！ 

開催日 平成29年７月２日（日）   

受講料 ７０００円（税別） 

場 所   総合ケアセンター駒場苑 
    東京都目黒区大橋2-19-1 

時 間  １０：００～１６：００ 

定 員 ２０名 


